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しく論ずる余裕がないが、田辺の西田哲学批判は、特にこうした絶対無

としての場所の停滞性、閉鎖性、神秘性によると言えよう。$

実際、田辺はヤスパースのいう実存を、絶対無ではなく自己同一的有

とみなし、超越から存在を受け入れる容器のようなものであると言い、

彼のいわゆる超越も絶対無の性格を徹底することなく有の性格を残して

いるとしている。". 田辺は絶対無の場所や空間の代わりに、絶対無の行

為、つまり絶対者と相対者との無限なる往還二相の転換運動を唱え出す

することによって、超越と実存との相互関係を再構築するに至ってい

る。これについて、以下の内容から窺うことができる。 
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ここで容易に察知できるのは、超越と実存はただ自己内と相互の自己

否定即肯定の転換運動によってはじめて自らを保つことができる、とい

うことである。このような宗教的な実践に基づいた実存の構造は敗戦

後、田辺自身の他力宗教による懺悔体験によってさらに深化されていっ
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ム』&!は、その代表的な論著と言えよう。西谷はこの書物で、敗戦後の日

本に満ちた虚無感を感じ取りながら、虚無主義のヨーロッパでの歴史的

展開を浮き彫りにし、ニーチェの虚無主義の思想とその実存を論究した

後で、ハイデッガーの存在論と比較して、最後にニーチェの実存に立ち

返って、虚無主義を超克する道を模索していた。その意図はいうまでも

なく、ニーチェのまねびをして虚無主義を超克することによって、人間

の歩むべき道と実存の精神（運命を愛し、己の意志で自由に未来を選択

する精神）を提供することにある。田辺は『実存と愛と実践』の第一章

第一節の末尾において、すでにそうした「虚無主義は実存主義である」

という考え方が敗戦後の日本に瀰漫していることを指摘し、それの究明

を無視してはいけないと述べている。&"$

田辺が『実存と愛と実践』において、キルケゴールの実存を極めて集

中的に解明したのだが、それを論究する前に、まず彼が敗戦前後に構成

した懺悔道哲学の構造を簡潔に説明していきたい。田辺は敗戦前後、懺

悔道哲学という他力哲学を提起することで、自らの哲学の方向を変え

た。懺悔道哲学においては、哲学する主体はもはや田辺自身ではなく、

彼をして理性的信仰の不可能を認めさせ、理性の支離滅裂において再び

理性を再認識させる絶対他力である。つまり、懺悔道哲学は絶対他力を

主体とせずには成立できないのである。他力哲学はまさに後期田辺哲学

の本質を表しているものである。田辺は他力哲学を根底にして、個人と

自民族の懺悔を強調し、絶対他力による懺悔を通じて、類、種、個三者

の関係を再構築した。そこでいう存在と行為との関係も大きな転換を現

している。人間存在の存続はもはやそれ自身の力（あるいは思弁的な理

性）ではなく、絶対他力による自他否定即肯定（自他懺悔即救済）の転

換行によらなければならない。もちろん、その存在も懺悔即救済（死即

生）という宗教的実践によって、宗教的倫理的な性格を帯びざるを得な
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理的段階�” 宗教的段階に関しては�”�¡ 実存と愛と実践�¢ の第一章第三節を参照された

い�• 紙幅の関係で�” ここでは立ち入って論ずる余裕がない�• 田辺はキルケゴールが通

過した人生の第三の段階に注目して�” そこでのキリスト教的な実存の姿に共鳴を受け
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ルクス主義との統合によって補うことができると主張している。このよ

うな発想はいうまでもなく、田辺が論文「キリスト教とマルクシズムと

日本仏教」（1947）を書く下地となっている。しかし、われわれはここ

から後期田辺哲学における種概念の曖昧性を看取することができるので

あろう。43というのは、田辺が理想とした実存の姿には、彼のキルケゴー

ル批判からもわかるように、共同体、あるいは自らの住む国家社会やそ

の政治的組織の否定媒介が含まれているにもかかわらず、その実存は彼

自身の宗教哲学の深化とともに、次第に国家社会の色彩を薄めていった

からである。 

もしこのような言い方が妥当だとすれば、田辺が晩年描いた人間世界

の未来像は、キルケゴールの宗教的な実存協同の世界に等しいものなの

ではないだろうか。 

５ 植民地・台湾における「実存概念」の展開 

これまで論じてきたように、田辺の実存を考察するとき、注意すべき

ところは、そのヨーロッパに淵源を持つ実存の受容から変容への過程で

ある。それは明らかに哲学的知識の受容から哲学的実践への変容であ

る。もちろん、その過程では、日本の歴史的現実が彼をしてそのような

人生観や世界観を持たせたに違いない。知と生のあり方はかくして、田

辺の哲学的実践によって、行における知と生、あるいは「行即知、知即

                                                 
43 筆者は「田辺元の国家論」（『求真』、第17号、2010年、頁29-42）において、田辺の

戦後の国家論の変貌を明らかにした。さらに日本倫理学会第六十一回大会（2010.10）
において、「開かれた共同体の論理�Š後期田辺哲学の『種』概念をめぐって�Š」（未

刊）というテーマで発表を行った。筆者は結論のところに、次のように田辺の国家論

を述べている。「戦後の種（民族国家）が政治的実態を保つことができるのは、あく

まで宗教の社会的実践による。この意味では、種としての国家社会は政治的実体であ

ると同時に、宗教的実践の『場』であることができるといえよう。しかし、こうした

『種』概念は後期田辺哲学の宗教哲学的な性格のゆえに、次第に政治的な色彩から脱

却して、キリスト教でいう聖徒の交わりや実存哲学でいう実存協同のような交渉関

係、約言すれば宗教的実存的実践の『場』に移り変わろうとしていた。」 
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行」、「行即生、生即行」という、かなり現代的な形となっているので

ある。!

以上は、そうしたヨーロッパから発した実存の日本における発展状況

の一つであるが、それの台湾における展開はいかなる状況を示している

のだろうか。実存という概念は常にそれを受け入れる側の歴史的境位や

文化性、あるいはそこで生きている人の未来志向によって変わるもので

あるならば、それの台湾的な発展もおそらく予見することができるので

あろう。周知のように、台湾は日清戦争を経て、日本に割譲され、終戦

まで五十年間日本帝国の統治下に置かれた。日本の影響が台湾のあらゆ

るところに至っていることはいうまでもない。欧米の知識の受容や摂取

について、日本を抜きにしては、成立し得なかったであろう。!

植民地時代（"&'()"'*( ）の台湾は台北帝国大学文政学部哲学科の設立

（"'+& ）によって、学術の体制では、本格的に日本と欧米の哲学の発展

と歩調を同じくすることができた。台湾の哲学者洪耀勳（"',+)"'&- ）は

東京帝国大学文学部哲学科を卒業してから（"'+& ）、すぐ帰台して台北

帝大の哲学科に勤め、経歴も副手から、助手に至った。彼は北京師範大

学に赴任する前に（"'#. ）、京都学派の系譜に属する務台理作（"&',)

"'.* ）、岡野留次郎（"&'")"'.' ）、淡野安太郎（"',+)"'-. ）といった哲

学者と一緒に仕事をしていた。したがって、洪耀勳の哲学の素養は京都

学派からの影響が大きかったと言えよう。** !

彼は台北帝大に勤めた時期に、作家と政治運動家の友人である張深切

（"',*)"'-( ）の誘いで、当時の台湾の文芸団体「台湾文芸連盟」（"'#*

年に成立）が作った月刊『台湾文芸』*( に、「悲劇の哲学―キェルケゴー
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ルとニイチェ―」（!,"-.- ）と「芸術と哲学（特にその歴史的社会との

関係）」（!,")." ）を寄稿した。-) この二つの文章は、実存哲学、あるい

はディルタイの生の哲学を紹介しながら、台湾の主体性（台湾人とその

独自の文学）を考えているものである。洪耀勳は国民党統治の時代にお

いても、引き続き実存哲学を紹介し、それを台湾社会に広めようとし

た。本論は紙幅の関係で、洪耀勳の実存論を植民地時代の文章に限定し

て論究し、実存概念の台湾における展開を考えてみたい。$

『台湾文芸』は、張深切のいうように、最初から「表では文芸運動

を、裏では政治運動を推進する（明文暗政）」という思惑で現れてい

た。しかし、時局の変化とともに、純粋な文芸の路線をとるようにな

り、政治運動と一定の距離を保っていた。-/ すでに述べたように、洪耀勳

はそうした台湾の文芸運動を意識しながら、当時のヨーロッパや日本に

流行っている実存哲学や生の哲学を紹介しようとし、台湾という主体を

念頭に置いて実存概念を思索していた。実存哲学は人間が自らの主体性

に目覚め、自らの運命を愛しつつも、己の意志で自由に未来を選択する

という精神を表すものである。実存哲学が抵抗しようとするのは、理性

主義の観念論や実証主義の思潮にほかならない。こうした立場に呼応し

ているかのように、洪耀勳は自らのいる時代がまさに古典哲学に抵抗す

る新しい時代であると考えていた。彼は「悲劇の哲学」の冒頭におい

て、古典哲学の最後の体系であるヘーゲル哲学の崩壊が叫ばれてから、

「人は再び自己自らに眼を向けるようになった。一体、『人は何である

か』の再吟味、再検討が試みられ始めた」-0と言い、当の時代の個別的、

具体的な人間、ないし人間的社会に対する関心が高まっていることを宣
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これに基づけば、洪耀勳は西洋の実存概念に潜む力に関心を持ち、別

の表現でいうと、彼は人生の虚無感を解消したり人間の苦しい運命を改

変したりする「否定の力」に共鳴を覚え、その植民地・台湾における積

極的な役割を期待しているように見受けられる。彼はおそらくキルケゴ

ールとニーチェの実存の底に潜んでいる「原罪即浄福、悲劇即希望（あ

るいは喜劇）」の転換、つまり虚無主義を通しての虚無主義の克服の過

程)" に、台湾人の主体性の形成に資すべきものを見出そうとしていたに違

いない。これに関しては、以下の内容から伺うことができる。$
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われわれは、洪耀勳が、現代のいわゆる有神論的実存と無神論的実存

を統合する形で、そのいずれをも「悲劇即喜劇の哲学」として理解した

ことに注目すべきであろう。なぜなら、そのような実存理解には、台湾

人の悲哀即歓喜の転換の可能性を求める洪耀勳の願いが込められている

からである。$
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もしわれわれが上述した『台湾文芸』の成立経緯を考慮に入れれば、

洪耀勳が実存哲学を台湾の文芸界に移入した意図や思惑は、すぐ理解で

きるはずである。そのような動きは時代の趨勢（フォイエルバッハ、マ

ルクス、キェルケゴール、ニーチェ、ハイデッガーなどの新たな哲学の

趨勢）でもあると同時に、台湾の歴史的現実の要求でもある。これに関

しては、文章「芸術と哲学」の冒頭に、編集者側からの「台湾作家の有

つべき哲学」という要請に対する洪耀勳の意欲的な応答を見出すことが

できる。 

洪耀勳によれば、当時の台湾文学界が主張している独自性のある台湾

文学は、台湾の現実的生活地盤に即した具体的な内容、つまり台湾のリ

アリティを持っているものでなければならないし、創作家もまた自らの

個性や独創性によって文学作品（芸術）を作らなければならない。よう

するに、「台湾文学はあくまで台湾の現状に即し、その特殊的歴史性、

社会性等の基体に立脚しなければならぬことを主張すると同時に、その

種的基体を経ずに直ちに文学一般の如き類的普遍の全体に没入してしま

うような文学に対して警告したい。それは文学の本質は一般的であるに

しても、それが抽象的一般でなく具体的一般たる為めには、かかる種的

基体を十分に顧慮せねばならぬからである。」55 

われわれは以上の引用によって、田辺の「種の論理」でいう「類、

種、個」の三一性と和辻哲郎（1889-1960）の『風土�Š人間学的考察�Š』

（1935）でいう「風土は人間の自己表現」という言い方を想起するこ

とができる。56実際、田辺が『ヴァレリイの芸術哲学』（1951）におい

                                                 
55 「�¼�ÌU’	£EÄ 」、	d 21。 
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学的観点でいう芸術的創造論との連関である。紙幅の関係で、以下では

一点だけ両者の連関を簡単に説明したいと思う。西田は特にヨーロッパ

の実存概念をテーマにして文章を書いてはいないが、「人間的存在」59と

いう文章において、人間はいかなる存在なのかについて語る際、人間が

歴史的世界に生きているとき、世界や万物によって作られつつも、また

世界や万物を作っていくと主張する。人間はただこうした歴史的、創造

的な世界においてこそ、本当の自己になれるという。すなわち、歴史的

現実の世界は制作の世界であり、また創造の世界である。 

ようするに、おそらく洪耀勲は実存哲学と文学作品（芸術）を論じな

がら台湾人の主体性を構築するとき、西田哲学の文脈でいう歴史的人

間、あるいは芸術創造論的な、作られつつ作っていく台湾人のイメージ

を想像していたに違いないのであろう。ここで注意すべきは、洪耀勲の

芸術的実存論は西田の影響を受けているとはいえ、台湾の主体性を追求

する過程においては、少しも台湾の特殊性（民族、社会、風土、文化、

習慣などといった台湾の歴史的現実性）と台湾人の実存（自由意志をも

つ存在）から離れていない、ということである。 

６ むすびにかえて!

実存とは、洋の東西を問わず、個々の時代の思想家たちが人間存在

（あるいは自己自身）と世界とのかかわりを考えるときに紡ぎ出された

人間観であり、また行動観でもある。「今、ここに」生きている人間存

在については、それを客観的な対象として思索することがいくらでも可

能である。しかし、そのような客観知としての人間像は決してわれわれ

人間自身を満足させるものではない。なぜなら、それはわれわれの生に

直接にかかわっているわけではないからである。実存というのは、田辺

                                                 
59 西田幾多郎：『西田幾多郎全集』（東京：岩波書店、1978 年）、第 9 巻、頁 9-68 を

参照されたい。 
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べきだと思う。それでは、それに達するために、いかなる行動を取れば

よいのか。これに関しては、筆者の言葉で表現するよりも、むしろ各人

の行動に任せたいと思うので、とりあえずその答えを保留しておきた

い。�‡ 

                                                 
�‡ 責任編輯：吳明峰 
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